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2025 年度，42の国立大学病院のうち 33 病院が赤字
経営で，損益は合わせて 400 億円を超えることが見込
まれているようです．物価高騰や人件費の増加などに
よるこの病院経営の著しい悪化に伴い，昨年末に
2026 年度 2.41％，2027 年度 3.77％の診療報酬本体引
き上げが行われることが発表されました．

一方近年，主に“外資系”会社が開発した高額な医
薬品や医療機器などによる医療費の増大も大きな問題
となっています．2023 年に調査された製薬企業の国
籍別医薬品数を見てみると，医薬品世界売上高上位
100 品目のうち，日本企業が製造する医薬品はわずか
8 品目にすぎません．今回の診療報酬改定では，薬価
については 0.86％の引き下げが行われるようですが，
逆に製薬企業の収益が低下し，もともと研究開発費が
外資系に比べ少ないわが国の製薬企業の国際競争力が，
さらに弱体化することが懸念されます．日本の製薬企
業にはさらなる奮起を期待したいところです．
さて，2011 年 3 月に放射線災害に直面した福島県立

医科大学では，原発事故によってもたらされた放射線
の負のイメージを払拭すべく，新しい放射性治療薬の
開発に取り組んできました．α 線放出核種であるアス
タチン -211に着目し，千葉大学薬学部，東京工業大
学（現東京科学大学）との共同研究により，“純国産”

薬剤である「Neopentyl-glycol 構造を有する PSMAリガ

ンド -アスタチン -211（211At-NpG-PSMA）」の開発に
成功し，薬剤の安定合成，非臨床試験（体内動態・効
果・毒性試験）を経て，去勢抵抗性前立腺癌に対する
新規 α 線放射線リガンド療法の第Ⅰ相臨床試験（医師
主導治験）を開始しました．企業治験と異なり，アカ
デミアが行う医師主導治験は，恵まれた研究環境なく
しては実現できるものではありませんので，それに携
われることに運命と重責を感じているところです．
「福島県立医科大学は，2011 年の震災以降，放射線

災害医学という新たな分野を確立し，放射線が持つ力
を医療という“光”に変える研究を進めてまいりまし
た．本治験は，その強い思いを具現化するものであり，
福島の復興の象徴として世界に誇る先端医療研究を推
進していく決意を示すものです．」本治験開始にあ
たっての記者会見での，本学の竹之下誠一理事長のコ
メントです．

今月 11 日で東日本大震災から 15 年が経ちます．私
自身，これまで福島に対する風評被害を助長する間
違った論文に対し反論を続けてきました．しかしこれ
までとは異なるこの新たな創造的挑戦が，いまだ先の
見えない福島復興の一助になることを切に願っていま
す．

（小島祥敬）
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